
新潟
～新潟市建築環境総合性能評価制度～

CASBEE新潟の｢キャス｣と新潟市の花であるチューリップの｢リップ｣

 

から名づけました。
キャスリップちゃんと一緒によい建物をつくっていきましょう。

ＣＡＳＢＥＥ新潟
イメージキャラクター

「キャスリップちゃん」

平成平成2222年年44月月11日からです。日からです。

建物の成績（性能評価）を市民の

 

みなさんが知ることができます。

 

新潟市のホームページで見ること

 

ができます。

Ｑ１．建物の成績はどういうもの？

Ａ１．建物の成績とは、建物の使いやすさと、
建物がまわりに与える影響のそれぞれに点数をつけ、
その総合点で、Ｓ、Ａ、Ｂ＋、Ｂ－、Ｃの
５つにランクづけするものです。

Ｑ２．点数はどうやってつけるの？

Ａ２．

 

（建築環境総合性能

評価システム）を使って点数を
つけます。

ＣＡＳＢＥＥ：Comprehensive Assessment

 

System 

of Built Environment Efficiency

建物の性能（建物の使いやすさや環境配慮など）を総

 

合的に評価するツールです。



平成22年3月第1版

◆問合せ先

新潟市建築部

 

建築行政課

 

建築審査係
ＴＥＬ

 

025-228-1000（内線32849/32850）
http://www.city.niigata.jp/info/kenchiku/kenti

 

kusido_index/kentikusido_index.htm

持続可能な資源循環型社会づくりには、ごみの発生

 

抑制、資源の再使用、再生利用の取組みが大切で

 

す。水も貴重な資源だという意識が重要です。

新潟市は、豊かな水と肥沃な土に育まれた田園の水

 

辺空間があります。多様な動植物が豊かに生命を育

 

むことのできる環境づくりを行ない、後世に引き継いで

 

いけるよう努めるとともに、水と緑を住環境の向上にも

 

活かしていきましょう。

新潟市の各地域で培ってきた魅力や「たから」を理解

 

して、建築物に活かしていくことにより、多くの市民に

 

楽しんでいただくとともに、国内･外に発信できるような

 

魅力あるまちを創造することができます。

５．資源循環５．資源循環へへの取組みの取組み

６．水と緑を活かす取組み６．水と緑を活かす取組み

７．新潟７．新潟らしさらしさののあるまちづくりあるまちづくりへの取組みへの取組み

 

■使用評価マニュアル：

■使用評価ソフト：

１．建物概要

建物名称
建設地
用途地域
建物用途
竣工年 予定 外観パース等
敷地面積 ㎡ 図を貼り付けるときは
建築面積 ㎡ シートの保護を解除してください
延床面積 ㎡
階数
構造
評価の段階

評価の実施日

２．CASBEE新潟の評価結果

３．新潟市の重点項目の評価
平均スコア Q2.1.1.3 5 -

Q2.1.3 3

Q2.3.3 3.9

平均スコア Q2.2.1 3

Q2.2.4 4

平均スコア LR3.2.3.1 4

平均スコア LR1.1 4

LR1.2 3

平均スコア LR2.1.1 4

LR2.2.4 3

LR2.2.6 5

平均スコア Q3.1 4

Q3.3.2 4

平均スコア Q3.2 3

Q3.3.1 5

４．新潟市の重点項目の配慮事項

５．資源循環の取組み

かけがえのない人命、財産、

思い出を守るために

大雨につよいまちづくりのた

めに

地球温暖化対策のために

３．大雨への取組み

新潟市の重点項目に関する配慮事項を記載してください。

地域性への配慮,快適性の向上

持続可能な循環型社会づくり

のために

豊かな田園空間を次世代に

引き継ぐために

地域の魅力を伝承・創造して

いくために

７．新潟のまちらしさへの取組み

再利用可能性向上

4.0

敷地内温熱環境の向上

耐震・免震

○○ビル
中央区
商業地域、防火地域

2011年12月1日

XXX
XXX

 物販店,

２．地震への取組み

3.5

4.0

3.5

生物環境の保全・創出

設備の信頼性

自然エネルギー利用

節水

リサイクル材の使用

まちなみ・景観への配慮

雨水排水負荷低減

4.0

4.0

建物の熱負荷抑制

CASBEE新潟マニュアル、 CASBEE-新築（簡易版）2008年版

CASBEE新潟(v.1.0)

A

設備の更新性

バリアフリー

維持管理

６．水と緑を活かす取組み

４．自然エネルギー利用の取組み

15,000
地上○○F
S造

4.0

１．長寿命化の取組み

実施設計段階評価

2008年7月8日

誰もがずっと安心して生活す

るために

新潟

70
24

Q　建築物の環境品質

L　建築物の環境負荷低減性

■CASBEE:  Co mpre h e n sive  Asse ssme n t Syste m  f o r Bu i l t En vi ro n me n t Ef f i c i e n c y （建築環境総合性能評価システム）

■Q:  Qu al i ty  （建築物の環境品質）、L :  Lo ad （建築物の環境負荷）、LR :  Lo ad Re du c tio n  （建築物の環境負荷低減性）、BEE:  Bu i l t En v i ro n me n tal  Ef f i c i e n c y （建築物の環境効率）

BEE = 2.9 =  =
S: ★★★★★  A: ★★★★  B

+
: ★★★  B

-
: ★★  C: ★

■使用評価マニュアル： ■使用評価ソフト：

2-1　建築物の環境効率（BEEランク&チャート） 2-2　大項目の評価（ﾚｰﾀﾞｰﾁｬｰﾄ） 2-3 ライフサイクルCO2(温暖化影響チャート）

2.9

2-4　中項目の評価（バーチャート）

Q　環境品質 Q のスコア = 3.7
Q1 室内環境      Q2 サービス性能 Q3 室外環境（敷地内）

3.7 3.9 3.7

LR　環境負荷低減性 LR のスコア = 4.0
LR1 エネルギー      LR2 資源・マテリアル LR3 敷地外環境

4.3 3.7 4.0

2-5　設計上の配慮事項

総合 その他

 Q1 室内環境  Q2 サービス性能  Q3 室外環境（敷地内）

 LR1 エネルギー  LR2 資源・マテリアル  LR3 敷地外環境
注）　「LR1　エネルギー」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　「LR2　資源・マテリアル」に対する配慮事項を簡潔に記

載してください。

注）　「LR3　敷地外環境」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

注）　設計における総合的なコンセプトを簡潔に記載してください。 注）　上記の６つのカテゴリー以外に、建設工事における廃棄

物削減・リサイクル、歴史的建造物の保存など、建物自体の環

境性能としてＣＡＳＢＥＥで評価し難い環境配慮の取組みがあ

れば、ここに記載してください。

注）　「Q1　室内環境」に対する配慮事項を簡潔に記載してく

ださい。

注）　「Q2　サービス性能」に対する配慮事項を簡潔に記載し

てください。

CASBEE新潟(v.1.0)

注）　「Q3　室外環境（敷地内）」に対する配慮事項を簡潔に

記載してください。

このグラフは、LR3中の「地球温暖化への配慮」の内容を、一

般的な建物（参照値）と比べたライフサイクルCO2 排出量の目

安で示したものです

CASBEE新潟マニュアル、CASBEE-新築（簡易版）2008年版
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3.0

0.5

1.5 BEE=1.0

音環境 機能性 生物環境

非再生材料の

使用削減

 耐用性

 ・信頼性

対応性

 ・更新性

まちなみ

・景観

地域性・

アメニティ

S: ★★★★★  A: ★★★★  B
+
: ★★★  B

-
: ★★  C: ★

0 40 80 120 160 200 240

建設 修繕・更新・解体 運用

100%

68%

参照値

評　価

対　象

（kg-CO2/年・㎡）

Q3のスコア=

LR3のスコア=LR2のスコア=

Q2のスコア=Q1のスコア=

LR1のスコア=

■CASBEE: Comprehensi ve Assessment System for Bui l t Env i ronment Ef f ic iency （建築環境総合性能評価システム）

■Q: Qual i ty  （建築物の環境品質）、L: Load （建築物の環境負荷）、LR : Load Reducti on （建築物の環境負荷低減性）、BEE: Bui l ｔ  Envi ronmenta l  Ef f ic iency （建築物の環境効率）

■「ライフサイクルCO2」とは、建築物の部材生産・建設から運用、改修、解体廃棄に至る一生の間の二酸化炭素排出量を、建築物の寿命年数で除した年間二酸化炭素排出量のこと

■評価対象のライフサイクルCO2排出量は、Q2、LR1、LR2中の建築物の寿命、省エネルギー、省資源などの項目の評価結果から自動的に算出される

■LCCO2の算定条件等については、「LCCO2算定条件シート」を参照されたい

温熱環境 光･視環境 空気質環境

汚染物質

回避

   建物の

   熱負荷

 自然エネ

  ルギー

 設備システ

 ム効率化

効率的

運用

地球温暖化

への配慮

地域環境

への配慮

周辺環境

への配慮

BEE =

新潟 評価結果内訳

Ｑ３．ホームページで見ることができる成績表(評価結果)は？

◆新潟市が求める特にがんばって欲しい７つの項目
（新潟市重点評価項目）は下記のとおりです。◆

Ａ３．下の成績表（評価結果）を見ることができます。

〈建物の概要〉

〈建物の成績〉
「★の数」と、
「Ｓ、Ａ、Ｂ＋、

Ｂ－、Ｃ」の
５段階のランク

 

で表されます。

新潟市が求め

 

る特にがんばっ

 

て欲しい７つの

 

項目とその点数

建物の使いやすさと、建物がまわりに与える

 

影響のそれぞれの点数

１．長寿命化１．長寿命化へへの取組みの取組み

２．地震への取組み２．地震への取組み

３．大雨への取組み３．大雨への取組み

４．自然エネルギー４．自然エネルギーへへの取組みの取組み

誰もがずっと安心して生活していくためには、バリアフ

 

リーであること、日常の手入れがしやすいこと、使い手

 

や使い方が変わったときに応じた更新がしやすいこと

 

が求められます。

建築物の地震に対する備えは、十分すぎるということ

 

はありません。かけがえのない人命、財産などを守る

 

建築物の整備は、安全・安心なくらしの確保にとって、

 

とても重要なことです。

新潟市の市街地とその周辺地域は、海面より低い地

 

域、いわゆるゼロメートル地帯が広がっており、水によ

 

る災害を受けやすい地域です。敷地からの雨水流出

 

の抑制を行ない、公共下水道への負荷を小さくする

 

ことは、災害に強いまちづくりにつながります。

新潟市の年平均気温の上昇率は1980年頃から大き

 

くなっています。田園型政令市として地球温暖化対

 

策実行計画を進めており、建築物においては、断熱

 

性能の向上・日射調整機能の向上、及び、自然エネ

 

ルギーの活用に取組むことは大切です。
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